
平成２７年度千葉県公立高等学校入学者選抜の検査の内容等について

千葉県教育庁教育振興部指導課

１ 前期選抜
全日制（地域連携アクティブスクールを除く ）及び定時制の課程の全ての学校・。

学科で実施します。
この選抜においては，各高等学校は，第１日に５教科の学力検査を実施し，第２

日に面接，集団討論，自己表現，作文，小論文，適性検査，学校独自問題による検
査及びその他の検査の中から，学校の特色に応じて一つ以上の検査を実施します。
そして，調査書等の書類の審査，学力検査の成績及び各高等学校で実施した検査の
結果を資料として総合的に判定します。

， ， 。学力検査において 国語の聞き取り検査 英語のリスニングテストを実施します
(1) 前期選抜枠

選抜枠は，各高等学校の普通科では募集定員の３０％以上６０％以内，専門学
， （ ）科では５０％以上８０％以内の範囲から各高等学校が定めており その割合 ％

を別表に記載してあります。
なお，県立関宿高等学校は，特別入学者選抜を実施するため２０％程度となり

ます。

選抜枠の割合ごとの学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜枠 全日制の課程 定時制の課程
１２４校２０４学科 １７校２０学科

（１２８校２０９学科） （１７校２０学科）

８０％ ４４校 ８３学科 ２校 ３学科
（４３校 ８４学科） （ ２校 ３学科）

７５％ ４校 １３学科 ０校 ０学科
（５校 １１学科） （ ０校 ０学科）

７０％ １校 ２学科 ０校 ０学科
（１校 ２学科） （ ０校 ０学科）

６０％ １０２校１０５学科 １５校１６学科
（１０６校１１０学科） （１４校１５学科）

５０％ ０校 ０学科 １校 １学科
（ １校 １学科） （２校 ２学科）

２０％程度 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

資料５



(2) 各高等学校において実施する第２日の検査の内容
各高等学校において，面接，集団討論，自己表現，作文，小論文，適性検査，

学校独自問題による検査及びその他の検査のうちからいずれか一つ以上の検査を
実施します。各高等学校において実施する検査は別表のとおりです。
ア 各検査を実施する学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜の 全日制の課程 定時制の課程
第２日の １２４校２０４学科 １７校２０学科
検査内容 （１２８校２０９学科） （１７校２０学科）

面接 ８５校１４０学科 １７校２０学科
（ ８９校１４５学科） （１７校２０学科）

集団討論 ０校 ０学科 ０校 ０学科
（ ０校 ０学科） （ ０校 ０学科）

自己表現 ３６校 ５２学科 １校 １学科
（ ３８校 ５４学科） （ １校 １学科）

作文 １２校 １６学科 ０校 ０学科
（ １３校 １７学科） （ １校 １学科）

小論文 １校 ２学科 １校 １学科
（ １校 ２学科） （ １校 １学科）

適性検査 ２３校 ３５学科 １校 ２学科
（ ２３校 ３５学科） （ ０校 ０学科）

学校独自問題 ０校 ０学科 ０校 ０学科
による検査 （ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

その他の検査 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

イ 実施する検査の数 （ ）は昨年度のデータ

前期選抜の 全日制の課程 定時制の課程
第２日の １２４校２０４学科 １７校２０学科
検査の数 （１２８校２０９学科） （１７校２０学科）

一つの検査 １００校１６２学科 １４校１６学科
（１０１校１６３学科） （１４校１７学科）

二つの検査 ２９校 ４２学科 ３校 ４学科
（ ３３校 ４６学科） （ ３校 ３学科）

一つの学校で学科により検査の数が異なる学校が５校（６校）あります。

(3) 志願理由書の提出について
平成２７年度入学者選抜から，出願時に志願理由書の提出を求めるか否かを，

学科ごとに定めています。

志願理由書の 全日制の課程 定時制の課程
提出 １２４校２０４学科 １７校２０学科

提出を求める ２０校 ４２学科 １１校１４学科

提出を求め １０７校１６２学科 ６校 ６学科
ない



２ 後期選抜
全日制（地域連携アクティブスクールを除く ）及び定時制の課程の全ての学校・。

学科で実施します。
この選抜においては，各高等学校は，５教科の学力検査を実施し，面接等の必要

に応じた検査を実施します。そして，調査書，学力検査の成績及び面接等各高等学
校が必要に応じて実施した検査の結果等を資料として総合的に判定します。

， ， 。学力検査において 国語の聞き取り検査 英語のリスニングテストを実施します
(1) 各高等学校が必要に応じて実施する検査の内容

各高等学校は，必要に応じて面接等の検査を実施します。各高等学校において
実施する検査は別表のとおりです。
ア 各検査を実施する学校・学科の延べ数 （ ）は昨年度のデータ

後期選抜で 全日制の課程 定時制の課程
必要に応じて １２４校２０４学科 １７校２０学科
実施する検査 （１２８校２０９学科） （１７校２０学科）
内容

面接 ８７校１４４学科 １７校２０学科
（ ９３校１５１学科） （１７校２０学科）

作文 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

適性検査 ５校 ５学科 １校 ２学科
（ ５校 ５学科） （ ０校 ０学科）

その他の検査 １校 １学科 ０校 ０学科
（ １校 １学科） （ ０校 ０学科）

イ 実施する検査の数 （ ）は昨年度のデータ

後期選抜で 全日制の課程 定時制の課程
必要に応じて １２４校２０４学科 １７校２０学科
実施する検査 （１２８校２０９学科） （１７校２０学科）
の数

一つの検査 ８７校１４４学科 １６校１８学科
（ ９３校１５０学科） （１７校２０学科）

二つの検査 ４校 ４学科 １校 ２学科
（ ４校 ４学科） （ ０校 ０学科）

（ ） 。 ，一つの学校で学科により検査の数が異なる学校が３校 ４校 あります また
「必要に応じて実施する検査」を実施しない学校・学科が，全日制では４０校
５７学科（３８校５５学科） あります。

３ 海外帰国生徒の特別入学者選抜（全日制の課程）
この選抜においては，調査書等の書類の審査及び各高等学校で実施した検査の結

果を資料として総合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科 （ ）は昨年度のデータ

全日制公立高等学校 ２０校２７学科（２０校２７学科）
(2) 各高等学校の検査の集計 （ ）は昨年度のデータ

面接 １８校２４学科（１８校２４学科）
自己表現 ４校 ４学科（ ４校 ４学科）
作文 ５校 ８学科（ ５校 ８学科）



４ 地域連携アクティブスクールの一期入学者選抜及び二期入学者選抜
地域連携アクティブスクールに指定された高等学校においては，前期選抜及び後

期選抜と同じ日に一期入学者選抜及び二期入学者選抜を実施します。この選抜にお
いては，調査書等の書類の審査及び高等学校で実施した検査の結果を資料として総
合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科

県立泉高等学校普通科，県立船橋古和釜高等学校普通科，
県立流山北高等学校普通科，県立天羽高等学校普通科

(2) 一期入学者選抜枠
県立泉高等学校普通科 ７０％，県立船橋古和釜高等学校普通科 ８０％，
県立流山北高等学校普通科 ８０％，県立天羽高等学校普通科 ８０％

(3) 検査の内容
ア 一期入学者選抜
(ｱ) 県立泉高等学校

第１日 学力検査（国語，数学，英語 ，作文）
第２日 個人面接（自己アピールを含む）

(ｲ) 県立船橋古和釜高等学校
第１日 学力検査（国語，数学，英語 ，作文）
第２日 面接

(ｳ) 県立流山北高等学校
第１日 学力検査（国語，数学，英語 ，作文）
第２日 面接，自己表現

(ｴ) 県立天羽高等学校
第１日 学力検査（国語，数学，英語 ，作文）
第２日 面接，自己表現

イ 二期入学者選抜
（ ， ， ），(ｱ) 県立泉高等学校 学校独自問題による検査 国語 数学 英語

個人面接（自己アピールを含む）
(ｲ) 県立船橋古和釜高等学校 学力検査（国語，数学，英語 ，面接）
(ｳ) 県立流山北高等学校 学力検査（国語，数学，英語 ，面接）
(ｴ) 県立天羽高等学校 口頭試問，面接

５ 通信制の課程の入学者選抜一期入学者選抜
通信制の課程においては，一期から五期に分けて入学者の選抜を実施します。こ

の選抜においては，調査書，志願理由書等の書類の審査及び高等学校で実施した検
査の結果を資料として総合的に判定します。
(1) 実施する学校・学科

県立千葉大宮高等学校普通科
(2) 一期入学者選抜枠

選抜枠は，募集定員から，通信制の課程の入学者選抜五期（秋季入学）入学者
選抜の募集人員（募集定員の１０％程度）を減じた人数の５０％程度

(3) 検査の内容
面接及び作文



６ 各検査の内容の概略
(1) 面接

学習活動や学校生活に対する意欲・関心，あるいは，一般常識等を問う検査。
(2) 集団討論

複数の受検者に対して，同一のテーマを与え，司会者を定めないで自由に討論
をさせる検査。

(3) 自己表現
決められた時間内において，あらかじめ提出された受検者のテーマに従って発

表をさせる検査。
(4) 作文

指示された題名のもとに（自由に書かせることを含む ）文書を作成させる検。
査。

(5) 小論文
ある文章を与え，その全体又は一部について問い，受検者のものの考え方等を

みる検査。
(6) 適性検査

学校・学科の特色に応じて行う実技等の検査で，運動能力に関する検査，各学
校が指定する内容に関する検査等。

(7) 学校独自問題による検査
基礎・基本の定着をみる問題（別表では「基礎」と表記 ，思考力・応用力を。）

みる問題（ 応用 ）又は教科横断的な総合問題（ 総合 ）による検査。「 」 「 」
(8) その他の検査

(1)～(7)以外で，あらかじめ学校が示した方法による検査。
例

， （ ）。・聞き取りによる 日本語能力や基礎学力等の検査 聞き取り総合テスト
・集団に課題を与えて，活動を観察する検査（集団適性検査 。）
・リスニング形式による，社会への関心度や一般常識をみる検査（リスニング
による学校適性検査 。）


